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Takeshi Kaikō – 開高健（1930−1989)
Abstract
It has been 27 years (as of 2015) since the death of Takeshi Kaikō, Japanese writer, novelist, essayist,
journalist, and a recipient of many literary prizes. This essay comprises of correspondence between Kaikō and
myself, which lasted for 14 years since I first wrote to him in 1972 from necessity to ask some questions on his
novel “Darkness in Summer” (夏の闇), which I was translating. We became good friends. Many years later,
his long-time editor and publisher commented that Kaikō evidently told me things that he never told his long-
time editors. I told him that was because I was not a woman to Kaikō, just a friend.
Kaikō is still an object of research and study among scholars and interested readers. I believe these letters will
disclose a side of Takeshi Kaikō that cannot be learned from reading his published work.
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ーヨークのクノッフ（Alfred	  Knopf)	  	  社に日本の現代文学の本の評価を時々頼まれてい
た。クノッフ社にはその頃ストラウス氏という日本語の出来る編集長がいて,	  新しく出
版された日本現代文学の本を送ってよこしていた。なぜ私が Reader	  に選ばれたのか覚










1972年 9月 17日 	  	  
開高健様、	  	  
初めてお便り申上げます．御作の『真夏の闇』の翻訳をお授かりしております瀬川淑子(Cecilia	  Segawa	  Seigle)でございます。	  	   	  
ストラウス氏のお言葉に従い，直接いろいろおうかがいしようと思いペンを取りました。	  	   	  































それでWater	  Under	  The	  Bridgeと言う俗な表現を思い出さなかった。 	  
然しそれは「覆水盆に返らず」という諺と同じなのでこの男女が過去のことを後悔して
いたのかと不思議に思う。）	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  P．14：ひっぱたいてやろうと思ってるうちにふとうなずいちゃったりして．．.	  	   （ただ彼らのからかいを肯定してうなずくのですか、それとも彼らの中の一人の誘	  	   いに対してうなずくのでしょうか。）	  	  P．69：帝力何ぞ我にあらんやーーこの引用の源と意味。そんな辞書が手元にないので
困ります。	  (vこれは最後のあたりに書いてあるように『十八史略』からの引用であって私は知っ
ていたはずなのに、と恥ずかしく思う。)	  	  P．69：対立物の止揚。Aufheben何とかという哲学語だとおもうのですけれど、Sublation	  of	  the	  oppositeなんて言ったって英語で意味をなさないので、全部ドイツ語で	  
何ていうのかお教えください。	  	  P．82,	  88：自然は意志なき偉大。これは二度ばかり出て来ますが、Nature	  is	  greatness	  without	  will	  とでも言うのですか？誰の言葉なのでしょうか。	  	  P．91他：さかんに「独立的に排除して」が出て来て，一種の流行語にちがいないとお
もいますが。Quotation	  markがここに特についているのはなぜ？”solely	  and	  exclusively”
でよろしいですか？特別な言葉があればお教え下さい。	  	  P．103：拈華微笑：出典は知っていますが，何とも訳しようがありません。Smile	  of	  enlightenmentとしておいて、noteで説明を付けてもよろしいですか？	  	  
順序不同になりますけれど。	  	  P．100:	   ドンカンと	   ショロンの	   スペルを教えていただきたい。	  P．101：	  ミト河	  P．113：プーロコンドール島	  P．161：アイモ	   って何でしょう	  P．210：ウアラウプ	   Vacationでよろしいですか？ドイツ語でもなさそうですね。	  P．46:	   	   できますものは云々、もちろん落語の言葉なんでしょうが，説明したって
始まらないから，普通に訳しておいてもよろしいですか？	  	  P．61	  	  Schaumbade	   	   )	  P．37−38	  Negleced	  Dandy	  	  	  )	  P．53	  	  Slumberette	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  )	  	   	  	  	  	  	  	  Eau	  de	  toilet	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  )	  P．54	  	  half	  crystal	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  )	  	  
これらは意味をなさないそうですから、それぞれ、bubblebath,	  studied	  casualness,	  convertible	  bed,	  toilet	  water,	  cut	  glass	  でよろしいですか？切子は純然たるクリスタルか
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ガラスで、half	  crystalなんてないそうです。	  Eau	  de	  toilet	  はもちろん意味は通じるけれ
ど普通アメリカではトイレットウオーター	  と言ってるからその方がいいようです。	  
バブルバスもそう。バーデタスの方は私もドイツで使っておぼえてるんですけれど固有
名詞らしいからそのままにしておきます。	  	  P．55：女ってこわいわよ。	  	   Never	  underestimate	  a	  woman	  でよろしいですか？	  	  P．207：はげしく舌打する気配がした．本当に舌打ちしたのですか？それとも舌打ち
するような口調だったということでしょうか。	  	  	   華夏は Chinese	  summer	  じゃなくて	  Central	  China	  (中原)	  	   玉粒は pearly	  grainでお米のことですか？Pearly	  riceとしましょうか？	  T’is	  Central	  China	  というのと、	  	  	  T’is	  Chinese	  summer	  	  と言うのでは，後者の方が感
じはよろしいですね？どうお思いですか？	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  P．185：ホイアン、コンツム、ニャチャン、ボーグエンジャップ将軍，これらは普通
の新聞には出ていません。お手数でなければ spellingを御教示下さい．御面倒でしたら
どこかの図書館へ行ってしらべます。	  	  
ウンコちゃん、ネズミちゃんっていうととてもかわいらしくて感じがいいのですけれど、My	  darling	  Shit,	  My	  beloved	  mouse	  なんていうとぶちこわしですから、そのまま Unko-­‐chan,	  Nezumi-­‐channにいたします。よろしいですか？初めに意味だけはあきらかにして
おきます。	  	  P．133：時代おくれのブロークの詩。William	  Blakeじゃありませんね。Rupert	  Brooke




いいたします。	  	   	   Cecilia	  Segawa	  Seigle	  	   	   William	  Penn	  House,	  Apt.	  908	  	   	   1919	  Chesnut	  Street	  	   	   Philadelphia,	  Pa.	  19103	  	   	   USA	   	  
宛におねがいいたします。	  	   	   	   	   	   Cecilia	  Segawa	  Seigle	  （瀬川淑子）	  	  




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  1972年 12月 5日	  	  



































『拈華微笑』—麻薬のエキスパートにきいてみたのですが、やはり Trip	  とか	  Highとかstoned	  	  とか、	  スラングじみた言葉しかないのだそうです。しいて探せば、expanded	  consciousness	  とか	  	  heightened	  consciousness	  とか言えない事もないそうですが、あま





























は security	  	  も	  dignityも失われるような不安があります。でも翻訳者としてたてるのな
ら明日でもやめます。	  	  
新潮社で、キンベンにして良心的、クソマジメで四六時中シラフでいるホンヤク者はい
らないかと坂本オニ Editor氏にきいてくださいますか？	  	  
ではまた。さまざまの御礼まで。	  
詩人の、田園的なお名前のおくさまにおよろしく。	  	   	   	   	   	   瀬川淑子	  	   	   	   	   	   Cecilia	  Segawa	  Seigle拝	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
開高健氏より	  




























またお便りをください。	  	   	   瀬川さま	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  

























































語教科書用です。でもうまい事はうならせるくらいうまいから頭を下げます。	   	  	   	  
ではいいお年をお迎えくださいませ。	  	   	   羊のおくさまにおよろしく。	   	   	  	   	   	   	   Cecilia	  Seigle淑子	  =====================	  	  
Early	  January	  1973	  	  (開高氏から)日付なし。	  	  






























































瀬川淑子さま	   	   	   	  	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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ご親切を心から感謝しています。	  	   	   	  	   	   お元気でよいお年をーー	  	   	   	   	   	   	   Cecilia淑子	  ======================	  




























シーグル夫人さま	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  















しばらくここに滞在します。	  	  C.	  S.	  シーグル夫人さま	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  





































ょうど同じ頃，メキシコへ行きました。Ugly	  American	  と	  	  Ugly	  Japaneseの相乗です。	  	  
こちらはどうしたのかお天気がめちゃくちゃで、暖かい冬でいいなと思ったら震え上が
るような四月が来て，二三日雪がちらつきました。	  	  
では又、これは激励文ですから Ugly	  Japaneseをしっかり書いて下さい。	  	   	   	   	  	   	   	   	   	   Cecilia	  淑子	  	  ============================	  	  
１９７３、５月１４日 	  	  （開高健氏へ）	  	  
サイゴンからの速達のお手紙ありがとうございました。	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出まかせでロクなことは書きませんでしたが，日本語だとタイプ出来ないので，手が疲
れ、書き直すのもめんどう。もうやめます。	  	   	  
ではごきげんよう。『輝ける闇』が今のところだめだったら、又新しいいいのを書いて
ください。そうして私は『三文オペラ』をよみ返して考えてみましょうかしら。	  
ストじいはアレは好きなので。	  	   	   	   	   	   セシリア淑子	  	  
開高健様	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  













陶淵明のそれに似ています。	  	   ＜田園まさに荒れなむとす。	   	  	   	   帰りなむ、いざ。＞	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
















写真をとることと，反 Establishmentの議論をすることです。	  	  
急に暑くなり、先週水曜にニューヨークへ行って窒息しそうでした。ストじいに会いに
行って、小山のような、雌牛のような老人が、のろのろと仕事をしているところを見て










































っと心配だからです。あまり難しいしかつめらしい事はお書きにならないで下さいね。	  	   	   	  	   	   お暑さの折りから、お体御大切に．．．云々	  	  	   	   	   	   Cecilia	  Segawa	  Seigle	  	  =======================	  
１９７３、６月２６日（開高健氏より）	  	  
¤	   お手紙ありがとう。	  	  


















して同封しておきます。	  	   教授は日本へきましたから近日中に会って食事をします。きっとあなたのことが話
題にでるでしょう）	  	  
¤	   山の湖でニューヨーク・タイムスの原稿の内容のプランをたてます。	  	   あなたと棒組になると千人力です。ガンバリますぞ。	  	   メインにキャンプにおいでになるらしいですが、あのあたりは釣師の天国なのはず
です。うらやましい。うらやましい。	  	   これから私には小説を書くという地獄がはじまります。しばらく世間から姿を消し
ます。	  	  
¤	   あなたの手紙はいつも聡明とお茶目さんがあるのでたのしみです。また下さい。	  	  
シーグル夫人さま	  	  	   	   	   	   	   −−−デイチャムチャム−−−	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
上記の開高氏の手紙に同封してあったキーン教授の手紙	  	  
１９７３年、4月 2日 	  	  



















では御健康を祈ります。今年の夏、東京でお目にかかれたら幸いです。	  	   	   四月二日	   	   	   ドナルド・キーン	  	  
開高健様	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  




















































































































































¤	   呆れたことに、”	  .	  	  	  .	  	  	  .	  ”としてある所が例外なく全部抜き去られ，二人の会話で一
人が沈黙している所まで，一つの引用符の中で，一人が勝手にしゃべりまくっているよ
うに印刷してあるのです。私は全く心配になってしまいました。所々、会話の途中でな
く，雨の中で声の聞こえない所、つぶやきのききとれない所で、”	  .	  	  	  .	  	  	  .	  ”というのがあ
り、それはクノッフの Editorがおかしいから、と取ってしまったのですが，ちゃんと
残しておいた所まで削除してあるのです。これは厳しく抗議しておきました。	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¤	   変な所でつづりが切られている事。行がかわる時、つづりの切り方は勿論シラブル
































































































































































































セシリア	  	   	   セガワ	  	   	   	   シーグル様	  	  	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
















え metaphor	  にせよ）言うものではありませんゾ。	  	  
	   34	  
私は読速力が衰えたと見え、この頃では全頁を一目で読み取るという芸当ができなくな







































































ールできなくなります。ちゃんとした respectable	  	  な、そして	  	  respectful	  	  手紙が書けな
くてごめんなさい。	  	  



















しみにしています。出来たら何か訳したい。	   	  	   	   	   	   	   Cecilia淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  


















お手紙はここに宛てて下さい。	  	  	   セシリア・瀬川淑子・シーグルさま	  	  	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  	  ======================	  	  






























セシリア・セガワ・シーグル夫人様	  	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  





























































どんいい訳を出してどんどん売ってほしいですね。これは開高氏の	  international	  fame	  
の為ではなく，氏に天井をネズミの走らない新しい家を建てていただく為でもなく，ひ

















くれぐれも御自愛を。	   	   	   	   	  	  	   	   	   	   	   	   淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  	  






































セシリア・瀬川・シーグルさま	  	  	   	   	   	   	   	   開高健	  =======================	  	  































































では又，本当にお手紙（お忙しい中で）有難うございました。又お便りいたします。	  	  	   	   	   	   	   Cecilia	  淑子	  ===================	  	  
１９７４年３月１３日（開高氏より） 	  	  













	   44	  
今日は用件だけです。	  	  C.	  S.	  シーグルさま	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  


























































あなたの沈黙が大きな不幸の結果でないことを祈っています。	  C.	  S.	  シーグル様	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   48	  
	  	   	   	   	   	   セシリア淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
１９７４、６月６日 	  	  (開高健氏より)	  	  

























 C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	   	  
１９７４年６月１８日 	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そうして今日 Japan	  Society	  of	  Philadelphia	  という（New	  York	  の	  Japan	  Soc.の支部みたい
なもの）を今度作るかも知れないとか言うので，２０人ばかりの日本愛好家の会議があ
り、そのランチの時横に座ったアメリカ	  ・スバルの社長という人物にも宣伝しておき
ました。彼は幸い New	  York	  Times	  の書評を読んでいなかったので，大喜びであなたの














































ではごきげんよう，又書きます。	  	  	   	   	   	   セシリア淑子	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 Café ジュヴェール：Spelling？	 




¤ ３。 P.25	   	  	  	   ドンナイ川：Spelling？	 
	 
	 	 ショロンは Cholon,『夏の闇』と同じですね？	 	  	   ４．レロイ大通り：Spelling？これはフランス語の	 Le	 Roi	 ではないでしょう？	 






	 	   	   	  
¤ ５。 P.29	  	  	   	  同慶も『夏の闇』とおなじで	  	  Don	  Kan	  でしょう？	  	   コンガイ：Spelling？	  	  
¤  ６。P.32	  	  	   コカは Coka??	  それともコカコーラの Cocaですか？	  	   セギ：Spelling？これは飲み物？それとも Cigarette のことかしら？	  	  
¤  ７。P.40	  	   	  南無阿弥陀仏のベトナム読みの Spelling？これはいい加減でよろしいでしょうか？
ちゃんとスペルがきまっていますか？	 	  
¤  ８。P.41	  	   	  トッケー：この名はよく聞きますので動物辞典を見れば有ると思いますが，手元に
ございませんので、Sp がすぐわかればお教えください。Tockay ですか？	 	  (vこんな質問を今見るとイライラする。簡単にグーグルで調べられるものばかりだか
らである。昔といってもそれほど月日はたっていないのに。時代の変わりようが激
しく信じられないくらいである。)	  	  
¤  ９。P.43	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   チュム：Chum?	  	  Chumだと英語のチャムと同じスペルだからちょっと混同するかも
しれませんね。他に何か.	  	  .	  	  .	  	  .?	  	  	  
¤  １０、P.47	  	  	   ダダオデイクオックミイ！これは打倒帝国美でしょう？	  中国語と似てるじゃありま
せんか。美の位置がちがうだけで。Da	  dao	  di	  Kuok	  mi!	  ですか？	  	  




	 ああそうそう，アーヴィンは Irving	 ですか？	 
	 




¤	 １３。P.53	  	   	  	   バサック：Spelling？これは地図には出てるかも知れないけれど，聞く方が早い。	 
	 香河は Ch’uan	 だったら川で、	 Chiang	 だったら江だけれども、どちらの字もなまっ
ているのでしょうね．どうスペルするのでしょうか。	 	 	 Hunchiang?	 Jang?	  
	 
	 クラシャン：	 Spelling	 	  
¤	   １４。P.58：田中が胸に手をおき，眼を閉じてる所．手は一本？二本？	  	   	  
¤	   １５。P.60	  	  	   ガジュマルの木：Spelling	 	   	  
¤ １６。それから，川を渡った船は一艘か二艘か。	  つまり単数か複数か。	  	  小さい船だと書いてあるのでーーそうだと沈みそうな気がする。これは私がそうい
うつまらないことを心配するたちだからです。	   	  	  
¤ １７。トランペット、ギター、マラカスは、それぞれ単数か複数かお知らせ下さい。	 	   それで大分感じが違って来る。一つずつだと船は沈まないでしょう。 
 
こんなこと心配するのやはり私がビーヴァー 的だからかしら。 
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でも Beaverっていうの，あまり好きじゃありませんよ。その動物が嫌いだというので






































































２．チュドーは Tu	  Do	  (自由)です。	  
	   「ブロダール」と「ジェヴェール」二つともキャフェの名ですが、正確な綴りが思
いだせませんから、勝手に作りましょう．キャフェの名だからかまいませんでしょ
う。一軒は Café	  Chien	  (犬)、もう一軒は Café	  chez-­‐Nous	  (我が家)としておきます。	  
	   ブラッサンスは Brassansです。	  
	  
３．ドンナイは Don	  Nai.	  	  	  ショロンは	  	  	  Cholon.	  
	  
４．レロイは Le	  Loi．V語．昔の V国の英雄の名。キョンはあなたが見たアフリカのデ
イクデイクとおそらくおなじ動物です．“キョン”のつづりは知りません。デイク
デイクでいいのでは。	  
５.	  ドンカンは Don	  Kan．コンガイ（congai)は娘．女の子カワイコちゃん。	  
	  
６．コカは Coca．セギはジュース。Segui	  
	   	   	  
７．ナムアミダブツはナア・モオ・アア・ミー・ダ―・ファット．V語のつづりは	  




９．チュムは V国の焼酎です。ドブロクを蒸溜した密造酒。だから Moon	  shine	  of	  rice	  
wineとなるのかしら。	  
	  
１０。ダ・ダオ・デイ・クオック・ミーはお説の通り打倒帝国美。Da	  Dao	  Di	  Quoc	  	  My	  
	   V語は南方中国語の一分派なので，漢字に直せる言葉が多い。発音だけがちがう。
	  ・	   	   	   	  









	   	   香河をフンジャンと呼ぶのは華僑ではなかったか。現地の V人は Ta	  Trachと
呼んでいたような気がする。アメリカ人のなかには語義通り Perfume	  River	  と呼ぶ習

























































































































	   	  
では又。エリオット氏がうまく反応してくれるといいですね。	  
	  
	   	   	   Cecilia	  	  瀬川	  	  Seigle	  
	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
























C.	  S.	  シーグル様	  








































たという。とくにガリマール社は高級な雑誌 n.r.f.	   	  
























もう一度かさねますが、御主人様は？	  	  C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  


















































うです。ではまた。	  	   	   	  	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  






























¤お土産は何もいりません。気をつかわないでください。	  	  C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
１９７５年１月１０日（牧羊子さまへ） 	  	  
一昨日風邪のために飛行機の上昇と下降の度に鼓膜の破れるような耳の痛みに悩まされ
ながら帰って参りました。	  






















































































お寒さの折から皆さまお体おいといくださいませ。	   	   	  	  
かしこ	  	   	   	   	   	   	   シーグル瀬川淑子	   	   	   	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  


























毎度書きますがあなたの手紙は愉しいのです。	  	  C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  





















































































奥様に二冊の御本もとてもたのしく読みましたとお伝えくださいませ。	  	   	   	  	   	   	   	   	   	   かしこ、	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   雛の節句	   	   	   牧	  	  
淑子樣	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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でよくお花見に連れて行ってくれました。『細雪』調のお花見ではなくて、アルファ・
ロメオを駆使して郊外の庭や公園を巡回する簡便お花見です。 













と思って……	   	   	   	   	   淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  









頑張らなくちゃ。	  	  C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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（v上掲と下掲の開高氏の手紙の間が二ヶ月もあり、私がその間に書かなかったという
ことはないと思う。その手紙は見つからない。）	  	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  

























念のために教授のアドレスを左に書いておきます。	  	  	   Mr.	  Charles	  Dunn	  	   c/o	  School	  of	  Oriental	  and	  African	  Studies	  	   University	  of	  London	  	   Malet	  St.	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ほんとですよ。	  	  C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  

























ほんとに用件だけになってしまいました。	  	  C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  




















でもモツアルトのオペラ“Cosi	  fan	  tutte”	  の女たちのようには絶対にならないつもりで
すよ。	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  


































¤	   イヴ・モンタンみたいないい男はその後どうなりましたか？	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C.	  S.	  S.	  ビーヴァーさま	  	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  



















ではまた菜っ葉でもかじるとするか。	  	  C.	  S.	  シーグル様	  	  	   	   	   	   	   	   腑抜け男	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  





















もう冬です。	  	   	   	   	   	   	   	  C.	  S.	  シーグル様	  	   	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  

































ではまたね。お大事になさいませ。	  	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  




































出られないのに来たときいきなり手術室の前に立っていたのはどういうわけですか？	  ————————————————	  	  
とにかくこの作品好きです。それでも訳してると同じ言葉、同じ表現が何度も繰り返し
出て来て困る事が有りますよ。アメリカの EDITORはそんなのをパッパッ	  


























せん。けれど開高氏から是非よろしくお伝え下さいませ。	  	   	   	   	   	   	   ごきげんよう	  	   	   	   	   	   	   	   Cecilia瀬川淑子	  ———————————————	  	  
１９７５年１２月９日（開高氏から） 	  	  
¤	   お元気？	  











¤	   ストラウスが死んだ。	  	   ええおっさんやったと申上げます。	  	   南無森羅万象。	  	  
¤	   今度仕事場を建て、そちらに移り、一人で自炊して暮らしています。	  	   ハンバーグを焼くと、どういうわけかバラバラになり、ソボロになってしま	  	   います。批評家が小説を書くようなもんです。	  	  
¤	   新しいアドレスと電話番号。	  	   神奈川県茅ケ崎市東海岸南６−６−６４	  	   ０４６７−８７−０５６７	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  







































かしこ	  	   	   	   	   	   	   	   	   セシリア瀬川シーグル	  	  
開高健様	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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ビーヴァーさま	   	   	   	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
















につけるクスリはありません。私の宿痾です。死ぬまで共棲することになるのでしょう。	  	  C.	  S.	  シーグルさま	  	   	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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短編集の中ではたしかに異色を呈すると思いますけれど、『夏の闇』でお酒の描写、セ
ックスの描写の蘊奥を究めた感じをもう味わってしまった後なので、余分のような気が


















開高健様	  	  PS:	  つかぬ事をお聞きしますけれど、開高というのはご本名ですか？	  	   あまり聞かない姓ですが、日本でもめずらしいのでしょうか。	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  















でしたが、あいかわらずの不屈の eager	  beaverぶりに感心しています。	  	  
「ロマネ・コンテイ．.	  	  ．.	  」は此方で誰かいい訳者をさがしてみましょう。	  
アルボレダさんと話しあってみます。	  	  
健康，健筆，健心を祈ります。	  	  C.	  S.	  シーグルさま	   	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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１０．ヤアさま	  	  
１１．大まら―この言葉の意味はもちろん知っています。この表現は此方で言う Big	  Schmuch	  というのと意味も表現もそっくりだと思うけれど、どうでしょう。でもこれ














と悪口をいわれてしまいました。Beaver	  変じて	  	  	  	  Butterflyとなるというのはどういう
ことでしょう？	  	   	   	   	   	   	   Cecilia	  淑子	  	  ==================	  	  
















４.	   喧嘩。刃傷沙汰のこと。	  	  















































































ます。	  	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  	  
























２	   p．117：「みなさん、お茶になさいますか、云々」これは	  ”Coffee,	  Tea,	  or	  Milk”
というのが笑い話のきまり文句になっているので、ミルクを加えますよ。よろしいです
か？	  
３	   p．118：むっちりした肩ごしにタコ壺のほうをふりかえると……云々。	  
これは不自然じゃないかしら。何故ってハックは「おれ」と話している…壺は「おれ」
のそばにあって、現にハックが「その壺は何だね」と言っている。ハックは「おれ」と
向き合って話している筈だからふりかえるというのは変じゃありませんか。	  4	   p.119：コンタン・コンスタンのスペリング Contan	  Constance?	  Contan	  Constant?	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イブラリイにあったけれど、あれのことかしら。	  7	   p.123：ヨーデラー。Yödeller?	  8	   p.125：コンタン…迷信家らしくてこの期に及んでもポケットから木の切れっぱ
しを捨てようとせず……十字架のことですか？	  	   「童心によるマルチン・ルーテル」人間の童心をよりどころとして人間社会を改
革する人間という意味ですか？	  
９	   p.127：「無名の陶工が漁師の求める必要のないまま」漁師に求められる事なし
に、つまり頼まれて作った（せかされて作った）ものではないという事でしょうか？	  10	   p.136：リヤビンキナのスペリング	  11	   p.150：袋のなかの変化には敗れていた。衣類の下の痩せようにうちひしがれて
いたという意味でしょうか。	  12	   p.150：「お世辞づかいをされるお気持はよくわかる…云々」この意味はわかり
ません。	  13	   p.161：いくらかの力が酸敗して痛い肉にさして来た。これもわからない。わか









	   100	  















































































では又，ごきげんよう。牧様にどうぞおよろしく。	  	  	   	   	   	   	   	   Cecilia	  	  瀬川	  	  	  Seigle	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
１９７７年１月？日（開高氏より） 	  	  
お手紙頂きました。	  






ランダムの社長の名前は	  Mr.	  Robert	  L.	  Bernstein	  です。ああいう王国の大統領となれば
多忙すぎて東方の賢者のことなど、おぼえていられないかもしれません。「ニューズウ






       ごぞんじ 
 




































































それでは今日はこれにて筆をおきまする。	  	   ありがとうござりまする。なむまいだ、なむまいだ	  	  	   	   	   	   	   あらあらかしこ	  
開高あんこう大先生、まいる	  	   	   	   	   	   	   せしりあしいぐるより	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
（vこのへんに開高氏の手紙が一通はあったはずである。）	  	  






の泥沼で呻吟していらっしゃるのでしょうか。それとももう南米はアマゾンの Rain	  Forestでワニでも釣っていらっしゃるのでしょうか。	  
御本は『孔雀の舌』『叫びと囁やき』（イングマー・バーグマンの映画の題と同じだけ
ど内容はもちろんおおいに違う）非常に面白く読ませて頂きました。開高さんは御夫妻
ともエッセイが実にお上手ですね。Essay	  と	  Short	  Storyのけじめのつかないものもあり




でに Esquireに送ってご覧，と云いました。それで先日 Fiction	  Editorに手紙を添えて
「穴」の訳を送ったのです。 
結局できあがっているのは：	   岸辺の祭り	  	   	   	   	   	   五千人の失踪者	  	   	   	   	   	   一日の終わり	  	   	   	   	   	   笑われた	  	   	   	   	   	   決闘	  	   	   	   	   	   穴	  	  
序文さえ出来ればもう Random	  House	  かどこかへ送ってみることが出来るのですが，そ
れがなかなか、遅々として進まず、どころか、はじまってもいません。どこから手をつ
けたらいいのかわからないのです。Short	  Storyはこの頃全然売れなくて Agency	  も手を







から。	  	   ではご報告迄。乱筆お許し下さい。牧さまにおよろしく。	  	  
ハチミツお好きですか。お送りしましょうか？	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   Cecilia淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
１９７７年６月？？日 	  	  
開高様、	  	  























では，まあ，以上，ご説明迄に付け加えました。	   あらあらかしこ	  	  	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  



























おれは生をむさぼるつもりであります。身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあれ、谷のドングリ。	  	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  



























アメリカにいらっしゃるのだったら早めにお知らせ下さい。歓迎します。	  	   	   	   	  	   	   	   	   	   	   シーグルセシリア淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  











いそいで書きました。	  	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  






















１９７７年１０月１８日（開高氏から） 	  	  
¤	   ノンフィクション全集五巻の最終巻を別便で送ります。	   	  	   これまで出版されるたびに送っていたと思いますが、足りない巻があったら	  	   教えて下さい。至急送ります。	  	  
¤	   これだけやってもまだ短文がどっさり余っているので、それらを集めてべつ	  	   に一冊出そうかと文春が言ってくれました。紀尾井町に足を向けて寝られな	  	   いわけであります。このゼロ成長の不景気に（だからこそか）ほんまに日本	   人はよ
う本を読みよる。エライもんや。	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¤	   朝日新聞が南北アメリカ大陸縦断旅行に大乗気になってきて、どうやら冗談	  	   からでたコマがホントになりそう。そうしたらきっとあなたのところに寄り	  	   ます。オフイスと自宅の電話番号を教えて下さい。	  	   あらかじめ予告しますから御馳走をつくってちょうだい。	  






のだからとうとうチャンスを逃して	   しまいました。	  
¤	   お元気？	  	  
¤	   今日は要件だけ。	  	   C.	  S.	  シーグルさま	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
１９７７年１０月２０日（開高氏へ） 	  	  
¤	   お手紙有難く拝見。	  	  








いないと秘書が返事をしますから、名指しで Person	  to	  Personでかけて下さるほう
が安全です。	  


























¤	   ではさようなら	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王ヤシ）のように頑健不屈だったのが羽田空港のヴィー	   ルスでひとたまりもなくや





















¤	   東大出版会からたった今電話。例の本が出来たと。１１月２日に拙宅へ持っ	  	   て来て下さるとのこと。入手次第に至急送ります。	  	  
¤	   前便であなたに例の文春のノンフィクションの５冊全部洩れなくとどいてる	  	   かどうかたずねたハズですがお答えがないのはとどいてるということなので	  	   しょうね。グアテマラで二人、ロシアで三人、いい男の子がいたという話は	  	   読みましたが。	  	  
（v文春のノンフィクションの５冊届いたかと言う質問の入った手紙がない）	  	  
¤	   男が寄ってくると 99％ゾッとすると手紙にありますが、オレはどうなのでし	  ょう。
来年アラスカからおりていって数万キロのドライヴの果てにゾッとさ	  	   れたのでは残り少いオレのローソクの火が消えてしまいます。それともこれ	  	   はマンジュウこわいということなのかしら。ドドイツの一節にいわく。イヤ	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１９７７年１１月４日（開高氏から） 	  	  
¤	   １１月２日ニナ・ラージ女史来る。おなかふくれてる。来年２月、細胞分裂	   とのこ
と。	  短編集出来上る。なかなかによいデキである。感動する。	  
¤	   別便で３冊送った。『夏の闇』のペーパーバック版３冊もつけておいた。	  	   今後どこかへ私を売りこんで下さるときの、相手への参考資料として使って	  	   下さいナ。足りなくなったらいうて下さい。	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忙しいのにノンフィクション四冊残らず読みましたよ。	  おめでとうございます。	  	  	   十一月二十一日	   	   	   	   	   	   淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  


















日本でどこかが出したいといったら OKしますか？	  	  C.	  S.	  シーグルさま	  	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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１９７７年１２月１０日（開高氏から） 	  	  
¤	   またしても、ものすごういそがしくなってきたので要件のみ。	  	  
¤	   『路上にて』を一冊送ります。	  




¤	   短編集、御苦労さまでした。ほんとに。感服しています。	  
¤	   パン・アメリカン・ドライヴの件、次便で少しくわしく知らせます。 	   C.	  S.	  S.	  さま	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  =======================	  	  





























牧羊子さまにおよろしく。道子さんにも。	  	  	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  































なく。	  	  	   	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  	  ================	  	  
１９７７年１２月１９日（開高氏より） 	  	  
¤	   ノップの釣りのガイドブック、ありがとう。これなら穴場に辿りつけそうで	  	   す。求めていたことが皆書いてある。これからこの本をネタにして作戦を練	  	   らなければなりません。	  	  
¤	   『新潮』と『文学界』に久しぶりに短編（６０枚）を一つずつ書きました。	  	   新年号と２月号。もう一つ短編の素材があるので、２０枚ぐらいの珠玉にして３月
号の『文芸春秋』に出しましょう。これらはすぐに集めて以前に書いたのといっしょに
して短編集にする。それをあなたに送りますから、雑誌は送らないことにします。たの
しみにして待ってチョ。	  	  Merry	  Xmasと Happy	  New	  Yearを	  	  	   	   	   	   	   	   	   ——ごぞんじーー	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
Cecilia	  Segawa	  Sielge	  	   	   	   	  	  and	   	   	   	  
	  
	  	  	  Sidney	  A.	  Tannenbaum	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  Announce	  their	  marriage	  
	  
Friday,	  the	  twenty-­‐seventh	  of	  January	  
Nineteen	  hundred	  and	  seventy-­‐eight	  
	  
In	  the	  chamber	  of	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川島様に御紹介くださってありがとうございました。いい紳士ですね。こちらのカズン







先夜 Amerian	  Ballet	  Theatre（『愛と喝采の日々』を作ったバレー団）がバリシュニコ
フと、同じくソビエットから離れたナタリア・マカロヴァと、その他映画で可愛らしか
ったレスリー・ブラウン等と一緒に来て、『ジゼル』を上演しました。今迄で一番すば
らしい『ジゼル』でした。バリシュニコフはこれで ABT(American	 Ballet	 Theatre)を

































い工場もだいぶむこうにみえます。つまりフィラデルフィアが見えるということです。	  	  	   	   	   	   	   	   ではまた。	  	   	   	   	   	   	   Cecilia瀬川 Seigle	  Tannenbaum	  

















¤	   川島氏があなたから英訳原稿が送られてくるのを待っています。	  	  Y.	  C.	  B.	  S.	  M.	  S.	 タンネンバウムさま。	  	   	   	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
１９７８年８月１３日	  
	   122	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では又書きます。サヨーナラ。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 淑子	 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝	 
















































¤ヘンマツ。	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＊＊＊＊＊＊＊	  
PLAYBOY	  ENTERPRISES,	  INC.	  	  
	  Mr.	  Sunao	  Okada	  Shueisha	  Publishing	  Company	  2-­‐15-­‐10	  Fujimi	  Chiyoda-­‐ku	  Tokyo	  102,	  Japan	  	  DearMr.	  Okada:	  	  	   At	  last	  I	  am	  able	  to	  respond	  to	  your	  request	  concerning	  Takeshi	  Kaiko,	  the	  author	  whom	  we	  discussed	  during	  my	  last	  visit	  to	  Japan.	  	  First,	  I	  have	  read	  most	  of	  the	  material	  (in	  English)	  that	  you	  gave	  to	  me.	  	  I	  find	  the	  work,	  especially	  “Darkness	  in	  Summer,”	  completely	  fascinating.	  	  He	  seems	  to	  tell	  a	  story	  with	  great	  depth,	  to	  create	  the	  extraordinary	  from	  the	  ordinary.	  	  	   I	  have	  passed	  along	  the	  material,	  and	  my	  comments,	  to	  the	  American	  Playboy	  editors	  and	  am	  sure	  they	  will	  answer	  you	  directly	  or	  through	  me	  very	  soon.	  	  Meanwhile	  I	  would	  be	  most	  grateful	  when	  an	  English	  translation	  appears	  of	  his	  latest	  works,	  including	  the	  report	  on	  Vietnam,	  if	  you	  could	  send	  a	  copy	  to	  me.	  	  	   I	  loo	  forward	  to	  seeing	  you	  again	  soon	  and	  renewing	  our	  friendship.	  	  As	  you	  can	  imagine	  we	  are	  quite	  busy	  with	  the	  starting	  of	  new	  editions	  of	  Playboy	  in	  Spain	  and	  Australia,	  but	  I	  hope	  to	  be	  in	  Japan	  again	  before	  the	  end	  of	  this	  year.	  	  	   	   	   	   	   	   Best	  regards,	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波文庫七巻と、Gothic	  novel	  と	  	  Irwin	  Shaw	  の	  	  Beggerman	  Thief	  、これは	  	  Richman	  Poor	  man	  の続きで、全くテレビのソープオペラですけれど、読み出したらなんとなくつる
































１９７８年１２月２５日 	  	  
開高様、	  	  






















チメンタルになる映像がいくつもあること。たとえばウェイン大尉 p.115-117, p. 164-






















P.115 下段:	 醜いアメリカ人。この場合 Ugly	 American は本が出た頃の意味なのでしょ



















きり見えるはずです。英語で two	 or	 three	 soldiers	 (p.135 上)とか two	 or	 three	 
children	 (p.229 上)とかいうとすぐに「見えるのでしょう、二人か三人かちゃんとき
めなさい！」と言われます。日本人は清少納言の昔から，不定数が好きで、それはそれ








































P.176 下：ヴェロ	 自転車の名？Vello ですか？フランスのですか？	 Spelling	 を教え
て下さい。	 
	 
P.178 上：ドク・ラップの Spelling	 
	 
P.179 上：大越党	 Great	 Vietnamese	 Party ですか？	 Official な訳がありますか？	 
	 






向井敏（ムカイビン？	 サトシ？）洪（コウ？	 ハン？）	 
晴（ハル？	 セイ？）	 	 安竹澄信（ヤスタケスミノブ？アンチクチョーシン？）	 
乾武俊（イヌイタケトシ？）	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P.195 下：ガリン,キヨ、チェン	 	 Spelling？	 
	 
P。198 上：	 ルトウール	 	 	 Retour?	 
エヴォリュエ	 Evolué?	 
	 
p.199 上：「タケノコの芽」とありますが、Bamboo	 shoots はすでに芽の伸びた物なの
ですが。	 タケノコの芽というと何でしょうか。タケノコのごく若いものですか？	 
	 














この最近読んだ本：Herman	 Wouk	 :	 	 War	 and	 Remembrance	 
John	 Irving	 :	 	 The	 World	 According	 to	 Garp	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ーリタン顔負けです。感心します。すごい。ジュタドミール。	  	  C.	  S.	  タンネンバウムさま	  	  	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  

















































すがお許しください。	  	  158 上：「耳たぶのうしろのあたりに女の声が何度もひびいたり、とおざかったりした」	  	  








































功した人ですから英語について彼が言うことにも一理ある筈だと思うのです。	  	  149上：「ヨウ．．．ヨウ．．．トイ．．．ヨウ．．．」と「チャア！」	  
この声、後にも出て来ますね。このスペリングいついてベトナム人に手紙で聞いたので
すが、セックスの最中の声だとはまさか言えないので、感嘆詞だといいましたところ、
























まではどこへも行きません。ごきげんよう。	  	  	   	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  











（v文藝春秋社の封筒に開高健とあって、宛名は	  Mme.	  C.	  S.	  Tannenbaum	  2401	  Pennsylvania	  Ave	  16-­‐C-­‐51	  (The	  Philadelphia	  Apts.)	  Philadelphia,	  Pa.	  19130	  U.S.A.	  



































































か、上智の	  	  	  Monumenta	  Nipponica	  へ送ってみようかとも思っています。これらは皆限













もりです。これは Agent	  がする仕事なのですけれど、この間書きました Borchardt	  	  と
















ごきげんよう。牧様におよろしくお伝えくださいませ。	  	   	   	   	   	   	   	   	  
セシリア淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  





























タンネンバウム夫人	  	   	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  







































































































































	 	 	 	 五十五・一・九・未明	 






























































































	 	 	 	 
一月二十三日	 	 かしこ	 
























































それから契約書のことも有難うございました。	  	   六月二十七日	  	   	   	   	   	   	   	   セシリア瀬川シーグルタンネンバウム	  	  
マエストロ開高へ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 	  


















Thousand	  Runaways	  と題されてニューヨークの Dodd,	  Mead	  &	  Company	  から出版され、






絵の研究の本を出すこと。遺産なんぞどうでもよろしい。	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セシリア淑子	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  










































７・２７・８０	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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牧様、川島勝っちゃんによろしくお伝えくださいませ。時々大師匠のおもしろい記事を
週刊誌で拝見しますが、おおむね、こちらにいることはツンボ桟敷にいるようなもので













モウ冬ダ。	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  


































































































もうだいぶ前にお知らせしたと思いますけれど、私の住所は元の所の	  	   1919	  Chesntut	  Street,	  Apt.	  908	  	   Philadelphia,	  Pa.	  19103	  	  	  	  	  	  Tel	  (215)568-­‐6284	  	  
ですからよろしく。アパート番号だけ違って、電話も前からのを使っています。	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じめてです。つまりですナ、脱皮のとちゅうでの現象であります。今後いろいろとイヤ




















































ではごきげんよう。	  	   	   	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  










と聞いてると答えた。	  	  	   Mr.	  Tom	  Engelhardt	  	   c/o	  Pantheon	  Books	  201	  	   East	  50	  St	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タンネンバウムさま	  	   	   	  
６・２２・８１	   	   	   	   	   ごぞんじ	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  


























ではまた。	  	   	   8月１５日	  	   	   	   	   	   	   	   	   	   セシリア瀬川	  P．S．	  	   	   ひさびさに終戦記念日を日本で迎えて思うこと多しです。	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  







































普通「日本人は」という所は They	  	  であり、もっと抽象的だと	  One	  	  であり、「現今の
ニッポンの状態をごらんになれば」というと	  You	  になり、われわれというと	  We	  になり、
まことに雑多になるので、これはなんとかもう少し整理しないといけないわけです。と


















































牧様にお会いできなかったのが本当に残念ですが、来年また。	   	  	   	   	   またすぐ書きます。	  	   	   	   	   	   	   	   	   	   セシリア淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	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れに序文を付け加えて出すのでしょう。とにかくアメリカの大学では（日本もそうでし

















たら感激していました。	  	   	   ではごきげんよう。牧様にどうぞおよろしく。	  	   	  	   	   	   １９８１年 9月２８日	   	   	   瀬川淑子——最敬礼	  	  
開高健様	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  












































牧様にどうぞおよろしく。お二方お体ならびにお歯をくれぐれもご大切に。	  	  	   	   十一月十五日	   	   	   	   セシリア瀬川シーグルタンネンバウム	  	  
開高大師匠	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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  







































































































＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	 December	  30,	  1981	  	  Mr.	  Tom	  Engelhardt	  Pantheon	  Books	  201	  East	  50th	  Street	  New	  York,	  New	  York	  10022	  	  Dear	  Mr.	  Engelhardt:	  	  	   It	  has	  been	  almost	  six	  months	  since	  I	  heard	  about	  your	  interest	  in	  Mr.	  Takeshi	  Kaiko’s	  work	  during	  my	  stay	  in	  Japan.	  	  Since	  I	  returned	  to	  this	  country	  in	  mid-­‐September,	  I	  have	  been	  totally	  occupied	  with	  a	  project	  of	  writing	  my	  own	  book	  (on	  the	  Yoshiwara).	  It	  is	  entirely	  my	  fault	  not	  to	  have	  written	  to	  you	  earlier	  and	  I	  do	  hope	  I	  am	  not	  too	  late	  to	  rekindle	  your	  interest	  in	  Mr.	  Kaiko’s	  work.	  	  	   I	  enclose	  herewith,	  my	  translation	  of	  three	  short	  stories	  by	  Takeshi	  Kaiko:	  The	  Duel,	  The	  Crumbled	  Ball,	  and	  Building	  a	  Shell	  Mound.	  	  Mr.	  Kaiko	  was	  the	  first	  recipient	  in	  1980	  of	  the	  newly	  established	  prestigious	  Kawabata	  Prize	  for	  Short	  Stories	  for	  The	  Crumbled	  Ball	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(1978).	  	  I	  have	  translated	  five	  more	  stories,	  all	  not	  yet	  introduced	  to	  the	  English	  speaking	  world.	  	  Eight	  stories	  should	  be	  more	  than	  enough	  to	  make	  a	  very	  nice	  collection.	  	  The	  reason	  I	  have	  not	  done	  anything	  about	  it	  is,	  the	  introductory	  chapter	  I	  wrote	  for	  the	  original	  idea	  for	  six	  stories	  is	  about	  six	  years	  old	  and	  requires	  much	  updating.	  	  	   If	  you	  are	  interested	  in	  seeing	  the	  introduction	  and	  other	  stories	  (which	  can	  stand	  reworking)	  as	  they	  are,	  I	  shall	  be	  very	  happy	  to	  send	  them	  to	  you.	  	  At	  the	  moment,	  I	  cannot	  spare	  my	  time	  to	  work	  on	  them,	  unless	  someone	  shows	  enough	  interest	  in	  publishing	  a	  volume	  of	  Kaiko’s	  collected	  short	  fiction.	  	  I	  will	  set	  aside	  all	  other	  work	  and	  concentrate	  on	  such	  a	  volume	  if	  you	  are	  willing	  to	  publish	  it.	  	  	   Mr.	  Kaiko	  told	  me	  in	  his	  last	  letter	  of	  early	  this	  month	  that	  a	  German	  film	  company	  read	  my	  translation	  of	  his	  Darkness	  in	  Summer	  and	  asked	  for	  film	  rights.	  	  It	  is	  extraordinary	  that	  a	  book	  that	  came	  out	  in	  1973	  –	  a	  very	  moody	  plotless	  piece	  which	  will	  make	  it	  difficult	  for	  film	  making	  –	  should	  draw	  a	  film	  maker’s	  attention	  now.	  	  I	  was	  delighted	  to	  hear	  the	  good	  news.	  	  In	  the	  same	  letter,	  Mr.	  Kaiko	  told	  me	  that	  he	  recently	  received	  the	  Kikuchi	  Prize	  on	  the	  past	  15	  years	  of	  outstanding	  work	  in	  reportage	  literature.	  	  He	  is	  truly	  an	  outstanding	  writer,	  very	  powerful	  yet	  sensitive,	  with	  a	  superb	  power	  of	  observation	  and	  magic	  of	  words.	  	  Unfortunately,	  he	  is	  not	  a	  slick	  story	  teller	  and	  his	  short	  stories	  lack	  the	  kind	  of	  plot	  ordinary	  non-­‐literary	  readers	  seek.	  	  Nevertheless,	  I	  feel	  that	  his	  work	  should	  be	  read	  more	  in	  this	  country.	  	  	   I	  shall	  be	  very	  appreciative	  of	  your	  comment	  on	  the	  enclosed	  three	  stories.	  	  If	  you	  decide	  not	  to	  use	  them,	  I	  would	  appreciate	  your	  returning	  them	  to	  me.	  	  Thank	  you	  very	  much	  for	  your	  courtesy.	  	  I	  wish	  you	  a	  very	  happy	  and	  prosperous	  New	  Year.	  	  	   	   	   	   	   	   Sincerely,	  	  	   	   	   	   	   	   Cecilia	  Segawa	  Seigle	  	  ===================================	  	  























尊敬していますぞ。	  	   （とってつけたような文体で恐縮ですが）	  	   	  	   いそいで書きました。	  	   いつものように。	  	  C.	  S.	  タンネンバウムさま	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  



































































牧先生におよろしくお伝えくださいませ。	   	   	  	   	   早く日本へ行きたいナ。	  	  	   	   	   １１月１５日	   	   	   	   セシリア淑子	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  











































































セシリア淑子瀬川シーグルタンネンバウム	  	   	  	  





















★	 『新潮』に“耳の物語”というものを連載しはじめました。“青い月曜日”が失	  	   	 敗作だったので、それを含みつつ超克しようという気持でスタートしたのです	  	   が、うまくインキがのびてくれないので苦しめられます。アタマのなかにあると	  	   きはなかなかの名作だったのですが、いざ、取り出しにかかると、途端にもつれ	  	   たり、プツン！と切れてしまったり、暗夜行路です。	  	   	  
★	 お元気で。	  
★	 また。	  	   	   	   	   	   	   	   	   	   −−ごぞんじ—	 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  
	  








































































では又。ごきげんよう。	  	   	   	   	   	   	   	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  







































んに三日間に二本見てきました。デイアンヌ・キュリの Entre	 nous	 と、アルバート・


























	 	 	 	 	 	 	 三月二十二日	 セシリア淑子	 
コンプリート	 アングラー様	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 １０月２８日午後 1時半	 





























タンネンバウムさま	   	   	   	   	   	  	   	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  
１９８５年 	  日付なし	 ２月６日書簡への返信（Christie’s	  auction以前） 	  	 	  	  
開高様、	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一月にロンドンへ行ってずいぶんいろんな演劇，バレー，美術展見て来て面白うござい






















































































それもしらべてチョウ、	  	   	   	   	   	   	   	   ごぞんじ	  	  





同じ The	  Crushed	  Pellet	  だったと思う]を見つけて仰天したことがあった。又そのほかに
転載されたものは:	  	  The	  Crushed	  Pelletが The	  Showa	  Anthology,	  in	  Vol.	  2,	  ed.	  By	  Van	  C.	  Gessel	  and	  Tomone	  Masumoto,	  pub	  by	  Kodansha	  International,	  1985.	  	  The	  Duel”	  in	  The	  Oxford	  Book	  of	  Japanese	  Short	  Stories,	  edited	  by	  Theodore	  W.	  Goossen,	  published	  by	  Oxford,	  New	  York:	  Oxford	  University	  Press,	  1997.	  	  “The	  Duel”(決闘)in	  Beach:	  Stories	  by	  the	  Sad	  and	  Sea,	  edited	  by	  Lena	  Lencek	  and	  Gideon	  Rosker,	  published	  by	  Marlowe	  &	  Company,	  New	  York,	  2000.	  などである。）	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開高氏は１９８９年１２月９日に亡くなられた。	  	  =====================	  











































今後のお幸せを心からおいのりいたしております。	  	  	   十二月三十日	   かしこ	  	   	   セシリア瀬川シーグル	  	  
牧羊子様、開高道子様	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  



























お寒さも厳しくなってまいりますおりから、どうぞご健康にご留意くださいませ。	  	   	  
かしこ	  	   	   セシリア瀬川シーグル拝	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  





①．著作権保持者—牧羊子、開高道子	   Ｔ253茅ヶ崎市東海岸南６−６−６４	  	  























































佐藤嘉尚 KKアワ。プランニング T２９４−０２千葉県館山市	  犬石 1515.	  	  TEL:	  0470-­‐28-­‐2511	  	  
三浦実『鳩よ！』編集長 KKマガジンハウスＴ１０４東京都中央区銀座	  3-­‐13-­‐10.	  	  TEL:	  03-­‐3545-­‐7180	  	  
なお、墓地は T２４７鎌倉市，山ノ内５３。円覚寺松嶺院内	  









































りいたします。	  	  	   二月十三日	   	   	   	   	   かしこ	  	   	   	   	   	   	   	   	   セシリア拝	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開高健の全作品は『近代文学書誌大系１』の『開高健書誌』浦西和彦編、大阪：和泉書
院、１９９０に収録されている。	  	  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	  	  	  
